
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定
「
特
別
賞
」を
受
賞

月齢11.7

４月 日（木）
旧暦３月 日
（先負）中潮

【広 島】
月出16：13月入4：21
日出5：46日入18：38
【広島港】
満潮 8：30 20：42
干潮 2：13 14：38
【尾 道】
月出16：10月入4：18
日出5：43日入18：35
【糸崎港】
満潮 9：38 21：47
干潮 3：18 15：50
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６ ９
時

数字(上)最高気温
(下)最低気温

丸囲みは降水確率
白ヌキは ％以上
は正午の風向き

矢印なしは無風

こ
よ
み
は
下
に
掲
載
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広
島

各
項
目
は
４
段
階
で
表
示
。
項
目
は
季
節
で
変
わ
り
ま
す

福
山

三
次

広島空港

最高

最低

降水

20
8
⓪

尾 道

最高

最低

降水

21
7
⓪
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米
関
税
の
相
談
窓
口
設
置

「
動
向
注
視
」

県
、中
小
企
業
を
支
援

奥
さ
ん
に
は
防
災
士
の
資
格
を
取

り
た
い
と
い
う
目
標
が
あ
り
、
ま
ず

は
テ
レ
ビ
番
組
で
知
っ
た
「
ジ
ュ
ニ

ア
防
災
検
定
」
を
受
け
よ
う
と
決
め

た
。
同
検
定
は
筆
記
試
験
と
、
家
族

や
地
域
で
取
り
組
ん
だ
自
由
研
究
課

題
が
あ
る
。

奥
さ
ん
は
自
由
研
究
で
、
線
状
降

水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
、
自
宅
の
２
階
に
垂

直
避
難
の
訓
練
を
し
た
体
験
を
ま
と

め
た
。

断
水
や
停
電
が
続
く
中
、
１
日
を

過
ご
す
と
い
う
設
定
で
、
パ
ッ
ク
入

り
の
米
飯
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
カ

レ
ー
を
作
っ
た
。
３
種
類
の
非
常
用

ト
イ
レ
を
試
し
、
臭
い
や
壊
れ
に
く

さ
な
ど
の
点
数
を
つ
け
る
「
使
い
や

す
さ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
選
手
権
」
も
し

た
。訓

練
を
通
し
て
「
防
災
グ
ッ
ズ
は

何
が
ど
こ
に
何
個
あ
る
の
か
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
非
常
用
ト

イ
レ
は
実
際
に
使
っ
て
み
な
い
と
い

ざ
と
い
う
時
に
困
る
こ
と
を
学
ん

だ
」
と
言
う
。

防
災
教
育
推
進
協
会
に
よ
る
と
、

年
度
の
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
検
定
初
級

を
受
け
た
１
２
５
１
人
の
う
ち
約
２

０
０
人
に
家
族
防
災
特
別
賞
が
贈
ら

れ
た
。
奥
さ
ん
は
中
で
も
特
に
優
れ

て
い
る
と
し
て
、
３
月
末
に
東
京
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
発
表
の
機
会
を

与
え
ら
れ
た
。
発
表
で
奥
さ
ん
は
自

由
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
「
季
節
や

時
間
帯
を
変
え
て
、
訓
練
を
繰
り
返

し
た
い
」
と
話
し
た
。

奥
さ
ん
が
災
害
の
怖
さ
を
初
め
て

体
験
し
た
の
は

年
７
月
の
西
日
本

豪
雨
。
当
時
３
歳
で
、
家
が
水
に
つ

か
り
、
豪
雨
翌
日
に
な
っ
て
も
帰
宅

し
な
い
父
健
仁
さ
ん
が
心
配
で
た
ま

ら
な
か
っ
た
。
住
む
地
域
は
比
較
的

被
害
が
小
さ
か
っ
た
が
、
ポ
リ
タ
ン

ク
に
備
蓄
し
た
水
を
使
う
な
ど
、
非

日
常
の
生
活
が
し
ば
ら
く
続
い
た
。

豪
雨
災
害
か
ら
数
カ
月
後
に
幼
稚

園
の
遠
足
で
、
豪
雨
な
ど
の
類
似
体

験
が
で
き
る
市
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
た
が
、
母
ひ
と
み
さ
ん
は
「
他

の
子
ど
も
と
比
べ
て
極
度
に
怖
が
っ

て
い
た
」
と
記
憶
す
る
。

小
学
生
に
な
っ
て
か
ら
防
災
に
関

す
る
本
を
読
む
よ
う
に
な
り
、
自
ら

希
望
し
、
家
族
と
兵
庫
県
の
震
災
記

念
館
や
東
京
都
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
た
。

学
校
の
課
題
で
防
災
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
自
由
研
究
に
打
ち
込
む
の

が
好
き
で
、
小
学
３
年
で
は
、
厚
紙

で
建
物
の
模
型
を
作
っ
て
揺
ら
す
実

験
を
考
え
つ
き
、
建
物
の
壁
の
強
度

を
増
や
す
「
筋
交
い
」
の
入
れ
方
と

数
を
変
え
な
が
ら
揺
れ
へ
の
強
さ
を

確
か
め
た
。
小
学
４
年
で
は
、
巨
大

地
震
で
津
波
が
起
き
た
場
合
に
呉
港

周
辺
は
ど
う
な
る
の
か
考
察
し
た
。

模
型
作
り
を
手
伝
っ
た
双
子
の
弟

の
旭
陽
さ
ん
(

)
は
「
一
緒
に
実
験

す
る
時
、
新
し
い
こ
と
を
学
べ
て
面

白
い
」
と
言
う
。

奥
さ
ん
は
、
い
つ
来
る
か
分
か
ら

な
い
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
同

級
生
と
話
し
合
う
こ
と
も
あ
る
が

「
日
ご
ろ
か
ら
備
え
れ
ば
、
怖
く
な

い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

将
来
の
夢
は
地
震
学
者
。
奥
さ
ん

は
「
子
ど
も
た
ち
が
災
害
を
怖
が
ら

ず
に
準
備
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活

動
も
し
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

奥晴生さん
呉市立荘山田小５年
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「家族防災特別賞」の表彰状を持つ

奥晴生さん‖防災教育推進協会提供

災害に関する知識や防災手段を習得

する「ジュニア防災検定」（一般財団

法人・防災教育推進協会主催）の2024

年度の「家族防災特別賞」を呉市立荘

山田小５年、奥晴生さん( )が受賞し

た。奥さんは各地の防災センターを訪

れるなど防災に強い関心を持ち、将来

の夢は地震学者。「防災を学び、災害

が怖くなくなってきた」と笑顔を見せ

る。 【武市智菜実】

備えれば災害怖くない

「豪雨」教訓に避難訓練

手
作
り
の
模
型
で
津
波
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
奥
晴
生
さ
ん
（
左
）

と
旭
陽
さ
ん
‖
呉
市
で

広島支局
〒730-0014
広島市中区上幟町３の

ＴＥＬ082(221)2181
082(223)5745

福山支局
〒720-0815
福山市野上町１の の４

ＴＥＬ084(925)2121

小林宏司氏

野
焼
き
で
山
火
事

７
時
間
後
に
鎮
圧

安
芸
太
田

８
日
午
前

時

分
ご

ろ
、
安
芸
太
田
町
松
原
の

ス
キ
ー
場
跡
地
で
「
ご
み

を
燃
や
し
て
い
た
ら
山
に

燃
え
移
っ
た
」
と
施
設
関

係
者
か
ら
１
１
９
番
が
あ

っ
た
。
町
は
一
時
、
近
隣

世
帯

人
に
避
難
指
示

を
出
し
た
。
山
県
署
に
よ

る
と
、
け
が
人
の
情
報
は

な
い
と
い
う
。

広
島
市
消
防
局
に
よ
る

と
消
防
車

台
と
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
２
基
が
消
火
活
動

を
し
、
約
７
時
間
後
に
鎮

圧
さ
れ
た
。
【
井
村
陸
】

小
林
新
高
裁
長
官

「
デ
ジ
タ
ル
活
用
」

就
任
会
見
で
抱
負

３
月

日
付
で
広
島
高

裁
長
官
に
就
任
し
た
小
林

宏
司
氏
(

)
が
８
日
、
広

島
市
中
区
で
記
者
会
見
し

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
裁
判
の
審
理
や
運
営
を

適
切
に
効
率
化
し
て
い
き

た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

宮
崎
県
日
向
市
出
身
。

東
京
大
卒
業
後
、
１
９
８

９
年
に
東
京
地
裁
判
事
補

と
な
り
、
新
潟
地
裁
所
長

や
最
高
裁
首
席
調
査
官
な

ど
を
歴
任
し
た
。
主
に
民

事
を
担
当
し
、
最
高
裁
で

は
旧
優
生
保
護
法
を
巡
る

訴
訟
に
関
わ
り
「
裁
判
所

側
が
ど
の
よ
う
に
事
実
を

受
け
止
め
る
の
か
を
考
え

る
の
が
非
常
に
難
し
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

初
め
て
の
広
島
で
の
勤

務
に
「
街
中
で
も
豊
か
な

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
場
所

に
足
を
運
び
た
い
」
と
語

っ
た
。

【
井
村
陸
】 森本敦司本部長

◆
ひ
き
逃
げ
容
疑
で
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
を
逮
捕

広
島
南
署
は
８
日
、
府
中

町
浜
田
４
、
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
、
鈎
宏
治
容
疑
者

(

)
を
過
失
運
転
致
死
と

道
路
交
通
法
違
反
（
救
護

措
置
義
務
違
反
、
事
故
不

申
告
）
で
逮
捕
し
た
。
逮

捕
容
疑
は
８
日
午
前
１
時

分
ご
ろ
、
広
島
市
南
区

比
治
山
本
町
の
国
道
２
号

で
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
運

転
中
に
住
所
・
職
業
不

詳
、
中
島
喜
六
さ
ん
(

)

を
は
ね
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
場
か
ら
逃
走
し
た

と
し
て
い
る
。
中
島
さ
ん

は
搬
送
先
の
病
院
で
死
亡

が
確
認
さ
れ
た
。

送
金
は
郵
便
振
替
（
０
０

９
７
０
・
９
・
１
２
８
９

１
）
で
毎
日
新
聞
大
阪
社
会

事
業
団
へ
。
当
法
人
へ
の
寄

付
金
は
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す
。

【
海
外
難
民
救
援
金
】
５

０
０
０
円
‖
広
島
市
佐
伯

区
、
笹
木
知
恵
（
敬
称
略
）

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
に
よ

る
自
動
車
な
ど
へ
の
追
加

関
税
発
動
や
幅
広
い
品
目

が
対
象
と
な
る
相
互
関
税

の
発
表
を
受
け
、
県
は
８

日
、
県
庁
に
中
小
企
業
者

な
ど
へ
の
資
金
繰
り
対
策

や
経
営
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
置
し
た
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
マ

ツ
ダ
の
本
社
が
あ
る
県
に

は
自
動
車
関
連
企
業
が
多

い
。
２
０
２
４
年
、
県
内

か
ら
米
国
へ
の
輸
出
品
総

額
約
６
５
０
９
億
円
の
う

ち
自
動
車
関
連
が
約
４
５

８
５
億
円
と
約
７
割
を
占

め
た
。

湯
崎
英
彦
知
事
は
定
例

会
見
で
「
今
の
段
階
で
影

響
は
不
明
な
点
が
あ
り
、

米
政
権
の
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
懸
念

を
示
し
た
。
関
税
が
県
経

済
に
与
え
る
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、
各
地

域
の
商
工
会
議
所
や
金
融

機
関
な
ど
と
実
務
者
レ
ベ

ル
で
情
報
共
有
す
る
情
報

連
絡
会
議
の
設
置
も
調
整

し
て
い
る
と
明
ら
か
に
し

た
。相

談
窓
口
は
県
庁
東
館

３
階
の
経
営
革
新
課
で
平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
ま
で
県
職
員
が
受
け
付

け
る
。
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
は
、
県
の
制
度
融
資

の
紹
介
な
ど
資
金
繰
り
は

（
０
８
２
・
５
１
３
・
３

３
２
１
）
、
経
営
支
援
策

の
紹
介
は
（
０
８
２
・
５

１
３
・
３
３
７
１
）
。

【
川
原
聖
史
】

米
国
関
税
措
置
に
伴
う
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

説
明
す
る
湯
崎
英
彦
知
事
‖
県
庁
で

県
警
新
本
部
長

森
本
氏
が
着
任

｢
力
強
い
警
察
維
持
｣

７
日
付
で
県
警
本
部
長

に
着
任
し
た
森
本
敦
司
氏

(

)
の
記
者
会
見
が
８

日
、
行
わ
れ
た
。
森
本
氏

は
「
県
民
の
安
全
安
心
の

た
め
、
県
警
職
員
が
一
致

団
結
し
て
力
強
い
警
察
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

森
本
氏
は
兵
庫
県
明
石

市
生
ま
れ
で
香
川
県
丸
亀

市
育
ち
。東
京
大
卒
業
後
、

１
９
９
５
年
に
警
察
庁
へ

入
庁
し
、
警
視
庁
生
活
安

全
総
務
課
長
、
愛
媛
県
警

本
部
長
な
ど
を
経
て
、
２

０
２
３
年
９
月
か
ら
警
察

大
学
校
警
務
教
養
部
長
を

務
め
て
い
た
。

会
見
で
は
「
平
和
の
象

徴
と
さ
れ
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